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今週は、高島市の新旭販売所からのお便り。

「この地域は湧水が豊富で、これを生水と

呼びます」と販売所長の清水さん。今回は

特にその文化が色濃く残る針江地区の「か

ばた」を紹介

して頂いた。

「かばた」は漢

字で「川端」と

書き、屋内に

湧水を引き、数

段に分けて水

を溜めたもの。

この地区には

約 230 軒の家

があるが、このうち約100軒

に「かばた」がある。湧水は

料理をはじめ、食器洗いや洗

濯、また、夏にはスイカや麦

茶を冷やすのに利用される。

一番下の段に溜まった水には

コイやフナが飼われ、食器を洗った後の

残飯が餌となって、水を浄化してくれる。

「各家のかばたは水路でつながっているの

で、互いにご近所のことを考え、決して

汚したりしません。それゆえ、結果的に

琵琶湖にもきれいな水しか流れません」

と「生水の郷委員会」のボランティアガ

イドをつとめる福田さん。「かばた」は個

人宅にあるの

で、無断で見

ることはでき

ないが、福田

さん達、ボラ

ンティアガイドさんに

お願いすると一人

1,000円（環境整備な

どに活用）で案内して

くれる。「かばた」の

水は網目のように集落

を巡り、最終的に琵琶湖へ流れ着くが、

水面に生える梅花藻が水のきれいさを証

明している。
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